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貧
困
指
標
は
こ
の
連
載
で
も
取
り

上
げ
た
が
（
第
五
回
、
一
七
六
号
、

二
〇
一
〇
年
五
月
号
）、
今
回
は
貧

困
指
標
の
応
用
と
し
て
、
貧
困
層
を

助
け
る
成
長
（
プ
ロ
・
プ
ア
・
グ
ロ
ー

ス
（Pro-poor G

row
th

））
を
考
え

る
場
合
の
貧
困
指
標
の
利
用
方
法
を

考
え
て
み
た
い
。

●
様
々
な
貧
困
指
標

　

貧
困
指
標
の
中
で
一
番
重
要
な
も

の
は
貧
困
線
（
所
得
）
で
あ
る
が
、

そ
の
決
定
に
つ
い
て
経
済
学
的
な
考

察
を
加
え
た
も
の
は
意
外
に
少
な

い
。
貧
困
線
所
得
（
最
低
生
計
費
）

は
食
費
に
衣
や
住
、
燃
費
を
加
え
て

計
算
さ
れ
て
き
た
（
ベ
イ
シ
ッ
ク

ニ
ー
ズ
費
用
法
）。
特
に
食
料
支
出

の
全
支
出
に
対
す
る
比
率
は
エ
ン
ゲ

ル
係
数
（Engel coefficient

）
と

呼
ば
れ
て
、
代
表
的
な
貧
困
指
標
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が

非
常
に
大
き
い
世
帯
は
生
活
必
需
品

の
負
担
が
非
常
に
大
き
く
、
生
活
に

余
裕
の
な
い
と
い
え
る
の
で
、
一
定

以
上
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
を
持
つ
世
帯

の
所
得
を
貧
困
線
に
し
て
も
い
い

し
、
貯
蓄
が
で
き
な
い
こ
と
も
生
活

の
苦
し
さ
を
示
し
て
い
る
の
で
、「
貯

蓄
ゼ
ロ
」
の
世
帯
の
所
得
を
「
貧
困

線
」に
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
家
計
消
費
と
所
得
の
統
計
的

関
係
（
消
費
関
数
）
を
調
べ
て
貯
蓄

率
ゼ
ロ
に
な
る
所
得
水
準
を
決
め
る

と
す
る
と
、
家
計
消
費
に
は
食
料
等

基
礎
的
項
目
以
外
の
も
の
も
含
ま
れ

る
の
で
、
こ
れ
は
生
活
に
必
要
な
最

低
限
度
の
所
得
と
い
う
意
味
で
の
貧

困
線
所
得
を
上
回
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
消
費
支
出
と
食

料
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
と
の
関
係
を

統
計
的
に
調
べ
て
、
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
摂
取
量
を
満
た
せ
る
だ
け
の
総

消
費
額
を
求
め
て
貧
困
線
と
考
え
る

方
法
も
あ
る
（
食
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂

取
法
（
Ｆ
Ｅ
Ｉ
）
と
呼
ば
れ
る
）。

た
だ
Ｆ
Ｅ
Ｉ
に
も
難
点
が
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
「
基
本
公
式
」
は
様
々
な
貧
困
線

の
設
定
方
法
や
貧
困
指
標
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
指
標
の

特
徴
付
け
る
の
は
、
ど
の
次
元
を
と

る
の
か
（
食
費
で
見
る
の
か
、
不
足

の
事
態
に
備
え
る
貯
蓄
で
見
る
の

か
、
等
々
）、
あ
る
指
標
（
た
と
え

ば
所
得
）
の
ど
の
水
準
を
「
貧
困
」

の
境
界
と
見
る
の
か
、
と
い
う
問
題

で
あ
る
。

　

生
活
補
助
の
中
に
冷
房
の
た
め
の

空
調
・
エ
ア
コ
ン
代
を
考
慮
す
べ
き

で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
提
起
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
基
礎
的
な
生
活
の

内
容
は
時
期
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。

そ
の
た
め
先
進
国
で
は
「
相
対
的
貧

困
」
の
立
場
に
立
っ
て
、
全
て
の
国

民
を
所
得
の
順
に
並
べ
て
、
そ
の
分

布
の
中
央
に
あ
る
人
（
あ
る
い
は
世

帯
）
の
所
得
の
半
分
を
貧
困
線
に
設

定
し
て
、
そ
れ
に
満
た
な
い
人
の
割

合
で
貧
困
率
を
求
め
て
い
る
。
た
と

え
ば
厚
生
労
働
省
の
二
〇
一
〇
年
調

査
（
二
〇
〇
九
年
が
調
査
対
象
）
で

は
、
こ
の
「
相
対
的
貧
困
率
」（
所

得
が
少
な
く
生
活
が
苦
し
い
人
の
割

合
）
は
一
六
％
で
あ
っ
た
（
平
成
二

二
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
の
結
果
。

二
〇
一
一
年
七
月
一
三
日
（
水
）
朝

日
新
聞
朝
刊
（
一
四
版
）
九
ペ
ー
ジ
。

こ
の
時
の
世
帯
所
得
の
中
央
値
は
二

五
〇
万
円
、
貧
困
線
所
得
は
一
二
五

万
円
で
あ
っ
た
。
世
帯
所
得
の
中
央

値
、
貧
困
線
、
相
対
的
貧
困
率
は
厚

生
労
働
省
の
ウ
ェ
ブhttp://w

w
w
.

m
hlw

.go.jp/toukei/saikin/hw
/

k-tyosa/k-tyosa10/2-7.htm
l

（
二

〇
一
一
年
九
月
九
日
お
よ
び
九
月
一

四
日
に
ア
ク
セ
ス
し
た
）。
実
際
の

判
定
で
は
上
記
の
貧
困
線
所
得
を
、

昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
年
）
を
基

準
に
し
た
消
費
者
物
価
指
数
で
調
整

し
た
実
質
値
に
基
い
て
相
対
的
貧
困

率
（
％
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
）。

こ
れ
ら
の
例
で
示
し
た
か
っ
た
の
は

貧
困
線
に
は
曖
昧
さ
が
つ
き
も
の

で
、
貧
困
線
は
幅
を
持
た
せ
る
必
要

すぐに役立つ開発指標の話
第23回

貧
困
指
標
と

プ
ロ
・
プ
ア
・
グ
ロ
ー
ス

Pro-poor G
row

th　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                     

野
上  

裕
生

国の貧困線以下の
人口比率

国の貧困線以下の
人口比率

1日1.25ドル未満
人口比率

1日1.25ドル未満
人口比率

年 2000 2005 2000 2005

バングラデシュ 48.9 40.0 57.8 49.6

国の貧困線以下の
人口比率

国の貧困線以下の
人口比率

1日1.25ドル未満
人口比率

1日1.25ドル未満
人口比率

年 2004 2007 2004 2007

カンボジア 34.7 30.1 40.2 28.3

表　貧困率の推移

（注）　 1日1.25ドル（購買力平価表示）は2005年の各国国内通貨ではバングラデシュで31.9タカ、カンボジアで2019.1
リエルである。貧困線以上の人口比率の単位はパーセント

（出所）　World Bank [2011] World Development Indicators 2011, Washington D.C.: World Bank, pp.60-65
　　　　から筆者作成。
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が
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の

た
め
に
国
連
開
発
計
画
が
長
年
公
表

し
て
き
た
人
間
貧
困
指
数
の
よ
う
に

様
々
な
指
標
を
総
合
し
た
多
次
元
貧

困
指
標
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。

●
プ
ロ
・
プ
ア
・
グ
ロ
ー
ス

　

こ
れ
ま
で
「
プ
ロ
・
プ
ア
・
グ
ロ
ー

ス
」
を
検
証
す
る
方
法
と
し
て
考
え

ら
れ
て
き
た
の
は
、
貧
困
率
、
あ
る

い
は
所
得
分
布
の
最
下
位
（
た
と
え

ば
所
得
の
少
な
い
人
口
二
〇
％
）
の

人
た
ち
の
平
均
所
得
が
経
済
成
長
と

所
得
分
配
の
変
化
に
よ
る
変
化
を
統

計
的
に
見
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体

的
に
は
次
の
よ
う
な
要
因
分
解
を
統

計
的
手
法
に
よ
っ
て
行
う
。

　

貧
困
指
標
の
変
化
＝
所
得
分
布
不

変
で
の
成
長
の
効
果
＋
平
均
所
得
不

変
で
の
所
得
分
配
変
化
の
効
果

　

所
得
分
配
変
化
に
よ
る
貧
困
指
標

の
減
少
が
一
定
の
規
模
以
上
あ
る
こ

と
が
「
貧
困
層
を
助
け
る
成
長
」
で

あ
る
プ
ロ
・
プ
ア
・
グ
ロ
ー
ス
に
は

必
要
な
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、

　

貧
困
指
標
の
変
化
＝
ａ
＋
ｂ
（
平

均
所
得
（
成
長
率
））
＋
ｃ
（
そ
の

他
の
社
会
経
済
変
数
）

と
い
う
式
を
統
計
的
に
推
定
し
、
平

均
所
得
（
成
長
率
）
の
係
数
が
十
分

に
大
き
い
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
方

法
も
あ
る
。

　

表
に
は
こ
れ
ま
で
貧
困
が
大
き
な

課
題
で
あ
っ
た
ア
ジ
ア
の
国
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
貧
困
率

の
推
移
を
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
国

の
貧
困
線
で
見
た
場
合
と
、
国
際
的

な
基
準
（
購
買
力
平
価
で
一
日
一
・

二
五
ド
ル
を
国
内
通
貨
に
直
し
た
も

の
）
に
よ
る
場
合
と
で
は
貧
困
率
に

違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
国

と
も
貧
困
率
の
低
下
が
観
察
で
き
る

が
、
こ
の
背
景
に
あ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
が
プ
ロ
・
プ
ア
・
グ
ロ
ー
ス

の
研
究
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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基本公式　貧困線と貧困指標

絶対的貧困線：一人一日1ドル、あるいは2ドル（ただし国際比較ができるように購
買力平価で調整してある）。

相対的貧困線（PR)：　　　　　           ここでMedianは所得分布の中位の世帯の所得。

Sは世帯規模（人員数）、Eは0から1の間の数で「消費の規模の経済」を示す。たとえ
ば家具などを多人数で共同使用することで実質的な生活水準が高まるならEは0に近
くなる。反対に世帯人員の間で共同で使えるものが非常に少ないとEは1に近くなり、
RPは世帯の平均所得に近くなる。よく利用されるのは世帯人員数の平方根を分母に
利用するものである。

エンゲル係数（EC）：　　　　　　　       貯蓄率（SR）：

貧困率（H）：　　       ここでqは貧困線以下の所得（支出）しかない人口（または世帯）

数、nは人口（世帯）数。

貧困ギャップ率（I）：　                 ここでzは貧困線所得（支出）、µ（p）は貧困層の平

均所得（支出）。
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=
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